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主催／熊本県立美術館 熊本日日新聞社 ＲＫＫ熊本放送　特別協力／公益財団法人 永青文庫　協力／熊本ルネッサンス県民運動本部
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秋山玉山筆《時習館扁額》宝暦5年（1755）
永青文庫蔵（通期展示）

《時習館学規》宝暦5年（1755）
永青文庫蔵 熊本大学附属図書館寄託
※前期・後期で展示箇所を変更
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光永眠雷《横井小楠像》
明治～大正時代
横井小楠記念館蔵（通期展示）

《時習館東西榭絵図》江戸時代（18世紀）
永青文庫蔵 熊本大学附属図書館寄託
（前期展示）

《時習館太鼓》文政10年（1827）
永青文庫蔵（通期展示）

《時習館鞨鼓》江戸時代
永青文庫蔵（通期展示）

1平成25年 月 －日［水］9 3月 日［日］24

＜交通案内＞

会期／平成25年1月2日（水）～3月24日（日）　会場／本階２階

講座細川コレクション
平成25年3月2日（土）13：30～　本館講堂
（事前申し込み不要）

「藩校の終焉と『学問』の近代」
熊本大学文学部准教授　三澤　純 氏

バ　ス／交通センターから歩いて15分、または交通セン
ターで熊本城周遊バス（通称：しろめぐりん）に乗
り換え、「熊本城二の丸駐車場」下車、歩いて3分

市　電／「熊本城・市役所前」または「花畑町」下車、歩いて15分
Ｊ　Ｒ／熊本駅から熊本城周遊バスで「熊本城二の丸駐車場」

下車、歩いて３分
上熊本駅からタクシーで10分

阿蘇くまもと空港／空港バスで交通センターへ、センター
から歩いて15分、または熊本城周遊バスに乗り換
え、「熊本城二の丸駐車場」下車、歩いて３分

駐車場／二の丸駐車場（有料）三の丸駐車場（有料）

《阿蘇下野狩図屏風》左隻　江戸時代中期（18世紀）
永青文庫蔵 熊本県立美術館寄託

　春の名品コレクション展では、細川家の
甲冑や屏風絵をはじめとする細川コレク
ションの他、熊本ゆかりの古美術・歴史資
料・近代工芸、野田哲也の現代版画作品や
西洋美術のコレクションを紹介します。

※作品保護のため、会期中に作品の展示替えを行い
ます。

関
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ベ
ン
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子ども美術館
平成25年3月3日（日）10：30～　本館講堂
（事前申し込み不要）

「永青文庫たんけん隊！名品をさぐる」
※受付は10：00～ 10：30

　熊本藩第６代藩主・細川重賢は財政再建と人材育成のため、宝暦２年（1752）堀平太
左衛門を大奉行に抜擢し、藩政改革を断行しました。いわゆる「宝暦の改革」です。後
に熊本藩の「宝暦の改革」は全国的に有名になり、重賢と堀の名は今日「名君・賢宰」とし
て評されています。重賢は改革を推進するに際し、人材育成の重要性を考え、藩士を教
育する施設を設立しました。それが、熊本城二の丸に創設された藩校「時習館」です。
　時習館の教育課程は文武両道に及ぶ緻密なもので、藩士の子弟のみならず、成績優秀
であれば庶民にも入学が許されたことに特徴があります。宝暦５年（1755）の開校以
来、時習館は有為の人材を育成し続け、明治３年（1870）にその役目を終えました。幕
末から明治にかけては開明的思想家として知られる横井小楠や、宮内省に出仕して侍講
となった元田永孚、明治憲法起草に尽力した井上毅など優秀な人材を輩出しています。
　本展は、時習館の設立経緯や教育活動の様子、そこから巣立っていった人材の活躍を
紹介するものです。ぜひ、この機会に熊本藩の藩校時習館の歴史とその役割をご覧くだ
さい。

春 の 名 品 コ レ ク シ ョ ン 展

はんこう
じしゅうかん　ものがたり

1平成25年 月 －日［水］9 3月 日［日］24
【前期】１月９日（水）～２月17日（日）
【後期】２月19日（火）～３月24日（日）

同時期
開 催

細川コレクション

The  s t o r y  o f  J i s h u k a n

※作品保護のため、会期中に作品の展示替えを行います。

藩校
しげ かた

よこ  い しょうなん

もと　だ　ながざね いのうえこわし

ほう れき
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